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7/27 • 28の第10回頁季研修会は、全国各地か
•；●●'．砂ら約250名の方々に参加して頂き、無事に終

• I •:●，了することができました。全国事務局のみなら
：ず、東海；関西、九州の事務局の先生方にも御
協力を頂き、心より l鮎訓I し上げます。
大磯というローカルな場所での開催にもかか
わらず、大勢の先生方が参加されたということ
は、それだけT·Tへの関心が高く、また1::1隕
の実践の上での悩みが多いことを示すのではな
いでしょうか、極暑の巾での 2 日間でしたが、
購演そして分科会と大変有意義な研修会であっ
たと思います。
夏季研修会が終了して 3 日後の7/31の朝日新
聞の朝刊に「学校信仰は変わったか」という社
説が載ったのを御記樟の方もいらっしゃると思
います。

恩師への手紙というスクイルをとるその社説
は、戦後の 5 Q年間の教育を振り返るという内
容でした •0 ;，こ・・・

戦後の新じい教育に斯待を託し、村の神木ま
で切り倒して新制巾学校を建設じたにもかかわ
らず、経済の高度成艮に伴いそこで学んだ子ど
もたちは、次々と村を去っていうたという事実。
戦前までの画ー的な教育や、異常なまでの競

争心への反省が、戦後の教育改革の初心だった
にもかかわらず、 50 年を経過した現在におい
ても、何ら変わっていないという事実。し．．．
更には米スタンフォード大学の教授が指摘す

るように、 「日本の子どもたちは小学校から高
校までの 12年間に、アメリカの生徒より 4年
分もよけいに学校教育を受けており、情報には
たけていても思考力に欠ける」という事実。
こういった事実を挙げながら、社説では戦後

の孜育について反省を求めているのですが、次
の二つの実例を通して、教育改革への光明を見
い出しているのです。両方とも名前は伏せてい
ますが、その一つは伊奈小の実践です。内から

神奈川県大磯小学校教劫 河合＇・剛英
育つ子どもたちの、みずみずしく、：•生き生きと
した授業に感動したと述ぺていますn そしても
う一つは、明治以来の変わらぬ授業を変えたい
という、文部省の中野茸人視学官の .. 「いま変え
るぺきは学校なのだ…」という言葉です。
引用が少し長くなってしまいましたが、この

社説の内容は私たちにとっても共感できるもの
だと思います。
最近「学校知」という言棄を日にしますが｀

現状においてはこれはまさに「受験欠II」であ・り — 

学校社会の受験では通用しても、実社会では役
立たないものなのです。従って社説で指摘され
るまでもなく、私たちは 2 1 ti！：紀を意欲的・：l:．
体的に生きる—f•どもたちを育成するために、「生
きて働く力を育てる学校知」を藪視しなければ
なりません。それが「個性化・個別化教育」の
真髄だと考えます。
東大では新入生むけの副説本「知の技法」が

ペストセラーになっているようです。受験知だ
けの学生に対して、ものの見方、考え方の基本
を教えるため、少人数のゼミで自分の選んだ課
題を発表し、討論をかわしているとのこと・・・・
しかしながら実問問題としては、大学生にな

ってからでは遅いはずです。自己教育力に必要
なものの見方、考え方、閥べ方、学び方、ま
とめ方等の能力は、小学校の段階から少しずつ
身につけていかなければならないと考えるから
です。それ故に「個性化教育」の更なる巡展に
期待してやみません。指蒋要領の改訂、 ... r • ｷ1ｷ 
加記等現在は追い風を受けていますが、決して
平坦な道のりではないと思います。全国の会貝
の皆様の御紐闘と御活躍を、心よりお祈り致し
ます．0.·'·., :• 

・少にして学べば、即ち壮にして為すことあり、
壮にして学べば、即ち老いて衰えず、
老いて学べば. Jlllち死して朽ちず。

佐藤一斎「言志四録」より
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第 l 0 回夏季祉修会廿甘
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C ii苫：氾1（公
「 '.1·. 'l'’追践にかかわる，椙翡訊t.iにつし・ヽて」

I ~1 'ヽl.liJf究i!｝｝教育Ji汰研究：枢H: . 
• I:9.6 il i l勝茂

I\'.lj祉iダ叶．は、 ’l‘..J')JII斤しがあったから'l...‘l
ではなく、 niifl9．化教{f(1)-9楳として </)'.!'.'I'に

ついて話を始められた e
まず叩1:••令 1 1；：で多くi iわれている、 ー）‘｛括

i料（t□(-どおりの授業0) なかで(?) l·：一副｝h）• (/) 
1| 1 での＇r. ＇ l' （佃に応じる1詞）．のIiJ!『Iーにつ＼ヽ

てふれられ． 「個人梵に応じた指叩としての
I.i月に｝ふじた指導」の必淡性を説か．1しました n
徒来の学級集団イコール学'!)i：如l とし·ヽう考え．/j
を学習巣I;.II としては一猾適していない艇Fjl褐成
であるとされ、個J淡（学31時llil ．浮：；i秤l].i1·：1}、:
汎・学習適性・味味関心・／j・話経験）に応じた
多様な学や1梨1:r]の絹成と 'r·'位）必然tl兎·})itit 
されました e
また、fli.i人ノ芍に合わせた‘が界集 l;JJ糾成で1f:Iつ

れる授業として、 「指導(/)0咄I] 化・学内の(j1,ifl:.
化」による授菜づくり、 ']`.'I‘を進めていくう
ぇでの学ド／瑶リ位）必楳！•t|:、 ~Ii教ff槻器の効果的
な活JIJ、 _L rp.位時間の柔 II収な洲営まで話が及び
ました。
最後に、’l'· T)Jl i1itlがあったから'l' .'l' では

なく、 「まずやってみよう！」と説かれ、わた
したち教師が、子どもの熱ましい人格的成長を
めざし、 '1‘•’I｀に向けた校l勾研究·実践体制の
郎（｝備と迎党に努めることで話をまとめられまし
た。 （多田信夫）
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〇ク｝和r•今
A ‘：招l：ティームによる1...l'

大磯町立国）f.f小の舘岡茂樹先生と千菜iiバI．小

谷小の三h1i(i3宏先生の提梨があった。
国府小の実践柑告で·i.tt1 されるのは、個にき

め細かく対応するための支l)1 スタッフの充実で

••ある。 2学級を 3人以．Lの教師で指導するのは
もちろんのこと、校艮、教頑、淡護教諭、ボ務
l翻などがメンパーに入って学渭を進めてきた．
また、．多彩なポランティアの協）Jを1訳、滸尖
な炎践も積ん．できている。さらに｛t．活科では、
コンピュークを約IJし、児爪•(7)興味•関心に応

じた'‘y: ：りをめざしてきた。小谷小は、 ‘Ii成：i •91:· 

炭に WI 佼したばかり（I) 、歴史の新しい学校であ
る、しかし、 1}]校 2{,: l 1 にi.h教育委員会のfilf究

校として指定されて以来ずっと個性（じ教ffに取
り対しんでいる。助紅I :1わか逍訳する易をできろ
だけふやしながらそれぞれO) fl/,I性の{111 長を図ろ

うと、隔詞浮：料にも）」を人れてきた，，名学年

のバIIj関係への心刷りについての町りや、‘·‘詞
1111 で異なるねらいを 1・；＇i名ながらも、あえて閥‘'I:

年で；itめて行くこと（~)メリ・・・';..などにつ l ヽて '[1

疑Iぷ答があった、．もり上がった祖魂な分科会で
あったむ ht後にIJ)J :t ,1;• (I) r1 9料）先生から、 ’l‘..i`

をする以前に、スクッフとしてその教材を充分
に絣り合い、 I！：関勘籾｛浮料に糾，7｝立てていくた
め（；）｝）．汁：を持つこと（l)：大切さや、f．怜年さえも越

えてしまうfども（りすばらしさや’..!.'• Tの良さ
についてお話があった＇．．。また、奈須先生から異
学年ゃ ·r. 1'の試みは何のためにやるのかと始
めから消えてやるのではなく、こんな／il)・；でや
ってみたらこんなしヽいことがあ...J杞．が、恐れず

に胃険していくことが、今火！！ばであり、 1.1 の前
の千どもについて共に実証し lUl うていきたい、
というお話であった。 (JJi lii翁 器(•)

...一•. l: 

ー··· -

B 学級ティームによる 1‘. 、 'l.

発汲fT· 11.数池Ill{}巳郎（神奈川・バ綬,J;)
邪科 7¥)11 ・茂（奈良・東粍：氾ケ！7．小）

指i煤Ii·

痴 I!I i,'ギ；(·_ (奈J•• • -... Ii:)1'’: ; t., 1 ヽ）
祁補 ）防義 (I tl ヽ・1,･.t ffi;}靡 19i

教ff Jit)i/i)('.fi,;,]ぐ）

池 l 「l イtiー（福岡・忠免西 IJヽ．）

参加者が約 120 名、そのIJ.l約 I1 0 名が1` • 
T)JI加の先生方でff楽ホールがj'i/1i杯(J):I)</i§であ
った。発表の後、 1i.l(tと ‘1 • ·'l・｝） l| 配（7)先生（／）関

係、 1暉する児貨が固定化する問題、 ’l‘ ・丁｝iii

配(T)先・・‘l：．と・学校・全体の関係． 児(?i (/),:·1呪‘;'沿I)|::l

:1'・（（が'J.. T JJIl配の加i:を 1 f！心に1， 1 ＇，さ 1 したr. j:_-

I#1竹＇；のスクイル分けには IIJ{料があり、 • ii l9受菜
の II I で 9:t..l : Kにも限界が茂、る，．また、1，1,! 々の指．

料を欲しな＼、児酎もいる。したが._l て、・マスタ

リーラ・9・ニングなどのシスデムを入れ、 •l!!Ji!:J 
ごとの•r. ・・［｀だけでt:t．なくりt・）し全体（l．l.i ̀ •'1 •も
．J;える必疫がある、9..I‘•‘ j.)Ji l糾、？））＇ir' i:.t.j.. ji l i山I,

忠践・評価のすべてに関わる 1：火を；する必悦が
ある、、 T·Tをどのように1 iうかという方法恥
t；・（｝でなく． 1‘•‘I‘は何かため l 、す？：か、しいう

:1 的；h分を好えJ’· {}I；り）ため(l.).i.‘・＇j.をおえなけ、it, 

iばならなし．、 C 校内 ’l` •'[‘t認．（］松口等••の名称も含
め佼内で1‘..I‘ を泊i; l. 、••他1.Iヽ．；心を li!;、に）えてf·

供の応．欲を持たせる•r..i‘を考えてほしいと(‘‘

うことで終·・（した 0 • (hill祖 勇）

（‘,分料会 i I1呼：校における］．．． I ．

J'i~科 ．fりil i ；；てリ｝ •.(i J !: i玲｝：

| 

I 

（神奈／l i i袋ケj:1:!I! 1) i I 

:J i • I l i l i i}り•:i i 教fii氾＇，！全般・渓i?i
(t{,i.¥i 1 桜 II I) I 

本i屯盟では、 4 年前の烈岡大会で初めて 111•.'}':
校部会が到｛ i'I. してil,'Jかれたと記、むしています， ! 
g.i時、「 |l学校は変わ

もったのですが、

確哭に変化したと

神奈川・丙ケ岡

}’I！科を 11i心とした

の即！fがあり｀多
ことに共感しまし
らは、教ff課柁全
あり、教科教窟叩

ある学校づくりが
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協隊では、 「/Ju枇されている教科以外でも多
様な実践が求められており、教師の意識改革を
どう進めるかが腺践」 「市実の記録の梨積によ
って、その子の持ち味をどう
捉えて指導に生かすかが鍵」
との京が出されました。
．分科会全体を通しては、 'l‘

·Tが打的化されてしまって
いる現状に対する驚告と、生
徒による課題股定の質をめぐ
る検証が必森だとの方向で一·
致できたように思います。次

回までの各校での実践を約束
しあいながら散会しました。

（成I I.I 幸夫）

OT·T担当教員としての捉言
愛知・大府小教紡

永井 ．一美
永井先生は、前緒）11小学校の研究主任として

活淵されていたため、 T·T担当教員のあるペ
き姿に迫ったお話がありました。
今、教科や1！打数で枠*llみの決まった加配教貝
は、立場がはっきりせず、何をして良いか分か
らず悩んでいる人が多い；そんな中で全学年の
・カリキュラムから、 •T·1‘指導掲面を取り出し
浪も必栗性の高い学習単元や指導場面において
T ·'l‘加配をするという方法で年間計両を作成
し実施しているというすばらしい報告でした。
その後 3 つの提案がありました。
(l つ目）指導方法のみの追求にウエイトを腟
くのでなく、子どもの能力を高め、個性を生か
すためにどのように学習を改善し、修正してい
くかの論離の中でT·Tの本当の必栗性が生ま
れるはずである。

(2つ日）自由は指導方法の創造の中で担当教
師の個性や考え方を生かずことが大切である。
(3つ日）関心・意欲・態度など情意面の評価

に1‘• Tの機能はある。新しい評価に積柩的に
取り組み、佃J)IJ化・個性化教育の効果を示す大
きなチャンスである。

く事務局への1関い合わせ・連絡先＞
〒 114 東京都北区赤羽南1-16-2-504

03-3903-4780 庶務部長佐久間茂和

この提再は、今後のT·Tのあり方に大きな
指針を与えてくれました。会渇は兵剣そのもの
でした。 (1釦木卒子）

08陪祖寅（ぶ）
・「学習心理学からみたT·T」

神奈川大学 助教授
奈須 j£裕

実践研究には、ミクロとマクロの 2つのレペ

ルがある。ミクロレペルとは、いわゆる授業論
で、小さいが、すばやく目に見える者実な成果
が期待できる。マクロレペルとは、システム論

で、長期的で成果が源れにくいが、大きな抜本
的な解決になる。カリキュラム、スタッフ・イン
グ、グルーピング等授業づくりの碁整に関わる
マクロレペルの研究が今問われている。 ... 
T·Tは、多様な学習集団、多様な教授集団

が描築できる。日本は昔から地域の大入が地域
の子どもを育ててきた。 T. 'l‘しま、全校の教職
員が、地域・家庭とも連携しながら、全校の子
どもの学習•発達を保障する。 T·Tは、手段

であり選択肢である。 T·Tでこんなことをや
•A 

づてみようではなく、 T·Tでこれをやりたい
のだということが大事である。そして、 T·T
は先生．が楽になるためのものでなくてはならな
い。 （舘岡茂樹）

全国個性化教育研究連盟会報 第30号
平成6年 9 月 10 日発行

絹集貴任者 事務局長 高湘勝義
絹集 広骰部 太田始
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